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の精神の純粋さ誠実さに感銘して「医聖」と命名しています。過去千年間多くの医者が彼等の学識を
証明する為『傷寒論』の注釈書を書く事が慣習と成った位です。殊に中国の清の時代の殆ど全部の有
名な医者が『傷寒論』の注解書を著述し、現代の医者も沢山の注釈書を出版しています。この『傷寒
論』は湯液医学の源流で，記述は簡単ですが内容は大変深い本です。（この『傷寒論』の忠実な英訳
が, “On Cold Damage” と云う題でParadigm
Publicationsより出版されています。）この『傷寒論』は湯液医学を真剣に学ぶ者の出発点だと思われ
ます。 

これらの著作は大変昔に書かれた古典で、古代の習慣であった簡潔単純な文体で書かれて居り、幾ら
注釈が付いていても読み易いものではありません。又、古代医学の概念も古医文も現代医学の用語に
簡単に翻訳出来る者では在りませんが、これらの本こそ『古典』であって、中国医学に真剣に取り組
みたいのなら繰り返しこれらの著作を勉強される事を心より御薦めします。これらの古典を初めて読
まれる時のコツは、細かい事に引っかからないで、全体的な概念と著者の意図を理解する様ザッと読
破する事です。

“毎日の臨床と反省“

幾ら古典を勉強しても、毎日の臨床と反省が無ければ、古典を勉強しても余り意味が有りません。古
典は東洋医学に関する色々のアイデアが有りますが、それ等のアイデアが実際に真理であるかどうか
を確かめるのは毎日の臨床と実践です。良く有る事ですが、患者に正しい鍼灸治療と湯液治療をした
筈なのに結果が思わしく無い事が有ります。特に、臨床を始めてから最初の十年位はこんな事が屢々
起こりがち。他の年月に較べてこの十年間が中医学の真理を学ぶのに一番貴重な十年間です。この期
間に「自分は脈を正しく取っただろうか？」とか、「自分は正しい処方をしただろうか？」とか、「
自分は患者の色々の問題の根源を衝いただろうか？」等々の疑問が出たとき、再び『古典』に戻り、
自分の臨床経験を繰り返し反省する事が進歩の根源に成るからです。

自己反省で解決が付かない時は、御自分の先生に質問して見るのが一番です。この期間に東洋医学の
先生だけでなく、人生の一般事に就いても色々と相談出来る先生が居られる事は大変に重要です。小
生は毎日生徒さん達からe-
mailを貰うのを楽しみにして居ますが、彼等から質問が有ると言うのは、彼等が自己反省をして居る
証拠だからです。小生は生徒さんの知識と臨床経験を考慮に入れて、答えを送りますが、これが又、
生き甲斐の或る仕事です。小生は『脈経』や『傷寒論』のどこどこを読めなどと返事をするかも知れ
ません。それでも質問があれば又小生に連絡する様に言いますが、長年粘り強く質問して来る学生に
限って中医学に早く精通するものです。

“直感力と集中力を発達させる事が大切” 

数年臨床を規則正しく継続して行くと自然と或る種の「直感力」と「集中力」が付いて来るものです
が、これらの力は東洋医学の臨床家に取って大変に重要な事です。西洋医学の学生はインターン中に
「絶対にカンに頼るな！」と言い聞かされますが、その西洋医も、臨床経験を数年すると自然に一種
のカンとも言える「直感力」と「集中力」が付いて来る者です。いかに、科学的な西洋医でもロボッ
トでない限り臨床をして居ると自然と「カン」に頼る様に成ります。そして、その直感力が物質を越
える「霊妙な」エネルギーを感じられる様にさせ、そして更に高い段階の臨床へと医者を導いて行く
物です。つまり、薬草は只色々の分子を越えた「霊妙な」エネルギーのあるものであり、又、鍼もた
だ人体組織に針を刺入している事では無く、もっと高次元の世界が存在する事が分かって来る訳です
。 
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又、臨床をして居ると患者を治そうと言う「意図」が如何に重要であるかが分かって来ます。治療家
として成熟すると李時珍が『本草項目』で詳しく説明した様に川の水、雨水、湖水等の色々の種類の
「水」の霊妙な違いを感じる事が出来る様に成ります。李時珍は道教の「内丹術」を実践した人です
が、気功などを練習して行くと、自分の体のみでなく患者の体の中の気の動きが分かると言うこの様
な内的な力が出て来ます。小生が二十一歳の時始めて鍼の治療を受けたとき、体全体に何か電気の様
なエネルギーを感じて、初めは大変な恐怖心が起こりました。それはまるで体中にエネルギーの河が
流れ始めた様な感じで、恐怖心が募ってもう大声を出して助けを求めようとした位でしたが、突然そ
のエネルギーの豪流は止まり恰も大洋の様に静かに成りました。其の時、小生は經絡がバランスされ
た事を知ったのです。その年は禅の瞑想を始めた年でもありました。それから、小生は「精神集中」
と「治そうと言う意図」が、特に鍼の臨床で、鍼は体に鍼を刺す事ではない事が分かったのです。更
に小生が学んだ事は「意図」がハッキリしたいれば居るほど、治療効果があがると言う事でした。そ
して、もっと直感が発展し鍼の技術も良く成ると言う事です。昨年の夏日米鍼灸協会がハワイのマウ
イ島で「日本鍼灸学会」を開催しましたが、その際加藤稔先生と云う積聚治療の名人に来て頂きまし
た。先生の生徒さんの一人の話しによると、加藤先生は千枚以上の解剖図を御自分で複写され、治療
の際は「意図」を出来る限り治療される特別の部位に集中される様にされて居る事を知り大変勉強に
成りました。ですから、集中する部位はその位細かくても良い訳です。ですから、各患者の問題が何
であるを考えて、その問題に「直感」を働かせ、最もハッキリした「意図」を持って治療に望む事が
一番大切だと思います。

“治療の結果を注意深く検討する事”

臨床家に取って一番重要なのは、治療の結果を毎日注意深く検討する事です。どの治療法が効果があ
りどの治療法が余り効果が無いかを研究して行く事が、どの「道」に精通する為にも必要です。例え
ば、リュウマチやルーパスや革皮症の様な卑症を十年治療して来てどの患者も改善に向かっていない
事に気が付いたら、その分野の専門家に付いて勉強し、鍼灸湯液の実践方法を改良すべきです。小生
の鍼灸の恩師で数学者でもあった先生が、どのプロの職業でもたった５％が創造的な人間で、９５％
は追従者だと仰ってましたが、正直な所、小生も自分のした事を正直に毎日研究反省し、自分の欠点
を見つけ、コツコツ勉強をしていますが、はたして５％に入って入るかどうか分かりません。

“「道」を極めるには、自分の不完全さを楽しむのがコツ！” 

文頭でも申し上げました様に東洋医学に精通する「道」は永く辛い道で、誰でも出来ると言う物では
ありませんが、それはそれで良いのです。初心者の頃は歩くペースも遅く周りの景色も大して変わり
ませんが、古典を勉強し臨床を重ねて行く内に学ぶ速度が増して来ます。

小生は東洋医学に惚れていますから、一秒たりと無駄にせず東洋医学に使っています。例えば、本を
書いたり方剤を見つける為に、小生は『中華医典』と言う600册の本の入ったCDをコンピユーターを
２４時間つけっぱなしにして置いて、何時でも本の検索が出来る様にしています。又、日本語、中国
語、英語及びフランス語の東洋医学書も小生の書庫には何百冊と集めて来ています。

こうして、臨床も20年以上もして来ると、心にもう何でも知って言うと云う隙が出来て、勉強と臨床
を疎かにする人が良く居るものですが、これは大変危険な事です。三年前北京に行った時偶々書道展
を見に行きました。大変親切な中国人の老人が案内してくれ、時折掛け軸を指差して「あれは二十年
の手だ！」とか「あれは四十年の手だ！」とか、「あれは四十年間練習して来た人の手だが、二十年
で進歩が止まってしまった！」などと言われました。小生は展覧会を全部見たあと「四十年間練習し
て四十年間進歩をつずけた」と老人が言った人の掛け軸を買ってきました！

ですから、どの「道」を極めるにも、一番大切なのは、その「道」を歩きつずける事です。別に早く
歩く事はないのですが、止まっては行けません。完全にその「道」を極める迄は、毎日進歩を積む事
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が大切です。あの「薬王」と言われる孫思貘だって102歳で亡くなる迄「医道」を歩きつずけました。
ですから、ずっと「道の完成」迄歩きたいなら、自分の不完全さを楽しむのが、何よりのコツです！

島 
幹昌東洋医学博士はカリフオルニア州鍼灸試験委員会に1882年州知事によって任命され７年間在職。
その後、カリフォルニア鍼灸協会（現在のCSOMA)の会長を務め、目下日米鍼灸協会の会長。著書に
は『易学病占』、『經別』、そして目下李時珍の『八脈奇經考』の英訳を完了。島博士は国際的に認
識の高い東洋医学博士で、2006年には全米東洋医学協会から最高の「終身功労賞」受賞して居る。今
年の全米東洋医学会の十月十九日の「中医学用語討論会」の討論者と十月二十一日の「名医臨床珠玉
講座」を教える予定である。

When you have followed a constant path
of study and practice for 20 years or more,
you may feel as if you know enough and
you may slack off on your study and prac-
tice. Many people fall into this dangerous
pit. When I was in Beijing three years ago I
went to a calligraphy exhibit and a very
kind old Chinese man showed me around
the whole exhibit. Every so often, he
would point at a scroll and say,  “It’s by a
20-year practitioner,” or “It’s by a 40-year
practitioner, but he stopped improving
after 20 years of practice!” After going
around the whole exhibit, I bought a scroll
by a 40-year practitioner with 40 years of
progress according to the old man!  

The most important thing is that you
keep walking the path. You don’t have to
walk very fast, but you must not stop
walking. Until you reach perfection, you
must keep making progress every day.
Even Sun Si-miao, the King of Medicine,
did not achieve perfection, and he kept
walking his path until he passed away at
102. So, let’s enjoy our imperfection and
let’s challenge ourselves to keep walking
the path. 

Dr. Shima is a panelist on the Medical
Nomenclature Debate to be held October
19 and will conduct the Business Pearls
plenary session and Clinical Pearls mas-
ter's class on October 21.

Path to Mastery continued from page 9


